
令和５年度 第６学年 学級経営案 
男 １９人  女 １８人  合計 ３７人  担任 吉本 裕輔 

学 校 教 育 目 標 

ふるさとを愛し、一人一人が輝く 

徳・知・体の調和のとれた児童の育成 

 

   【なかよく】 思いやりをもち、助け合う児童 

【かしこく】 進んで学び、よく考える児童 

   【元気よく】 礼儀正しく、ねばり強い児童 

 

学 級 目 標 

○差別することなく、誰にでも平等に接することができる児童の育成 

○自ら課題を設定し、積極的解決をしようとする児童の育成 

○元気のいいあいさつを誰にでも行い、何事にも一生懸命取り組むことができる児童の育成 

具 体 的 な 取 組 
評 価 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

 

な

か

よ

く 

１ 朝の会、帰りの会の中で振り返り、指導することにより、友達や周りの人に思い

やりのある言葉づかいができるようにする。 

   

２ 毎日全員、個別に声をかけ、クラスの一人としての存在であることを認識できる

ようにする。 

   

３ 学校アンケートにより、いじめの早期発見、未然防止に努めるとともに、児童が

安心して生活できる教室環境をつくる。 

   

 

 

か

し

こ

く 

１ 国語の授業では、定期的に漢字のミニテストを行い、定着を図る。    

２ 算数の授業では、人が考えた意見と、自分の考えた意見を比較して、お互いの意

見のよさを認め合うことができるようにする。 

   

３ 授業の流れが煩雑になる場合は、どんな手順で進めていけばいいのか黒板に示

し、学習に見通しを持って取り組むことができるようにする。【特別支援教育の視

点】 

   

４ 学習している内容が日常生活のどの部分で生かされているのかを考える。機械

をつくり、学習意欲を高める。 

   

 

元

気

よ

く 

１ 天気のいい日には、元気があるなら、なるべく外で遊ぶように促すなど、健康的

に過ごすことができるようにする。 

   

２ 体育の授業において、運動量を確保するとともに、活動を工夫し、積極的に参加

できるようにする。 

   

３ あいさつを促す話を朝の会などで継続して行い、元気なあいさつをできるよう

にする。 

   

４ 交通安全教室などを通して、交通ルールの確認を行い、安全に登下校ができるよ

うにする。 

   

 

郷

土

愛 

１ 花いっぱい活動や総合的な学習の時間など、湯前 PR隊の活動や、地域の方との

ふれあいを通して地域のよさを再認識したり地域を愛する心を高めたりする。 

   

２ 幼保小中連携授業、乗り入れ授業等を通して、中学生になる心構えと準備を進め

ていく。 

   

学期評価（達成状況 達成← ４、３、２、１ →未達成） 
 

湯前っ子５つのきまり 

１ 元気な挨拶、大きな返事 

２ 歩いて・静かに、移動・集合 

３ 思いやりある言葉遣い 

４ 決められた時間は必ず守る 

５ 時間いっぱい黙々掃除 


